




























平成 28年度能見台地区センター自己評価表 

 

目標設定

の 視 点 
計画内容及び運営目標 

計画内容及び運営目標 

に対する実績 

今後の取組 

（改善計画） 

自己

評価 

利用者 

サービス 

事業計画書 

(2)イ 地域特性、地域ニーズ 

地域コミュニティの支援・醸成に取り組み、地域団 

体、市民団体等と連携し地域の活性化につながる自主企

画事業を展開します。 

利用者アンケートや利用者懇談会、自治会町内会や 

利用者団体の会議を通じ、利用者や地域のニーズを把握

し、運営に取り入れます。 

 

センター委員会、利用者懇談会、

利用団体・個人・自主事業参加者へ

のアンケート、常設のご意見箱に加

え、新規のヨガ教室・太極拳教室へ

のアンケートなどを通じ、ニーズや

要望の把握を行い運営の参考としま

した。 

 

 

地域ニーズを的確に把握するとともに、市民団体等と連

携し地域の活性化につながるよう引き続き務めてまい

ります。 

 

 

 

 

Ａ 

ウ 公の施設としての管理 

公平かつ適正な、利用上のルールやマナーを周知徹底

し、信頼を得てまいります。 

職員研修等により、公正な利用、適正な業務運営等に

ついてのスキルを高めます。 

当協会の管理運営について、「第三者評価」で客観的な

外部評価機関に評価いただき、高評価を受けております。

これまでの実績を活かし、公正かつ適正な運営を行いま

す 

 

日々の業務やスタッフ会議での研

修を通じ、スキルの維持向上に努め

ました。 

 第三者評価は、指定管理３年度目

にあたる平成 30 年度に実施する予

定です。 

 

公の施設として、公平、適正な施設運営を引き続き行っ

てまいります。 

 

 

 

 

Ｂ 

(4)エ 利用者ニーズの把握と運営への反映 

日常的な窓口でのご意見を反映させます。 

「ご意見箱」や利用者アンケート、地域及び利用団

体等から構成される「センター委員会」、「利用者懇談

会」等で利用者のニーズを把握し、運営に反映してい

ます。 

ご意見・提案・苦情の対応結果は施設内に掲示し、

積極的な対応を利用者にお伝えします。 

 

前（２）イのとおりアンケートを

実施しました。意見・苦情・要望及

び回答は、全て館内に掲示し利用者

にお伝えしました。   

 

今後も様々な意見を伺う中で地域ニーズを把握し、運営

に反映してまいります。 

 

 

 

 

 

Ａ 

目標設定・自己評価合体版 



オ 利用者サービス向上の取組 

年 3 回以上の接遇研修を行い、あいさつや利用者への

対応技術を学びます。 

接遇研修は、具体の応対事例をも

とに意見交換するなど、年３回スタ

ッフ会議の場で実施しました。 

引き続き接遇研修を行うなどにより利用者サービスの

向上に向けて取り組んでまいります。 

 

【数値目標】 

利用者満足度：H19横浜市調査 75.6％を５ポイントアップ 

 

利用者満足度は９０．８％でした。 

 
Ａ 

業務運営 

事業計画書 

(3)ア 管理運営に必要な組織、人員体制  

常時３人以上の人員が在館するようシフトを組んで円

滑な会館運営をします。 

 

常時最低３人のスタッフが在館す

るようシフトを組みました。 

 

運営に必要な体制を今後も維持してまいります。 

 

Ｂ 

ウ 緊急時の体制と対応計画 

① 館長を防火・防災・防犯の管理者とし、防災計画や警

備計画、緊急時の連絡体制、防犯･防災マニュアル等

を策定掲示し、スタッフ全員で共有します。 

② 消防署や地域団体等と協力して、消防訓練、避難訓練

を年２回以上ケアプラザと合同で訓練等を行います。 

 ③ 市内に大規模な地震、風水害、その他の災害の発生に

備え、当館は「帰宅困難者一時滞在施設」として、横

浜市と「災害時協力協定」を結んでおり、市・区等行

政の災害対策を支援いたします。 

 ④ 館内にＡＥＤを設置し、全職員に取り扱いの習熟訓練

を適宜実施しています。 

 ⑤ 防犯・防災のため、適宜（５回以上/日）館内を巡回

し、利用者の貴重品管理や体調管理への気配りを含

め、「あいさつ」「声かけ」を行います。 

 ⑥ 閉館時の防災、防犯については、警備会社等と契約し

万全を期します。 

 

①館長を管理者として、防火、防犯、

防災のマニュアルを事務室に掲示

し、スタッフに周知しました。 

 

②消防訓練を 10月、２月にケアプラ

ザと合同で実施しました。 

 

③「帰宅困難者一時滞在施設」とし

て、備蓄品の管理及び一部更新しま

した。 

 

④ケアプラザ入口付近にＡＥＤを設

置しており、２月の防災訓練で操作

訓練を行いました。 

⑤毎日数回以上、館内の巡回を行う

とともに、利用者へあいさつと声か

けを行いました。 

 

⑥閉館時の管理を警備会社に委託し

万全を期しました。 

 

緊急時に的確に行動し、利用者の皆さまの安全が確保で

きるよう、日頃の訓練やマニュアルの周知を引き続き行

ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 



(4)ア 設置理念を実現する運営内容 

・ 明るく清潔で、幼児から高齢者まで地域のだれも

が気軽に利用しやすく親しまれる「居場所」とな

る地区センターとします。 

・ 講座や自主事業から発展したサークル化など、地

域住民の自主的な活動と相互交流を支援します。 

あらゆる世代の方が気軽に利用で

きるよう、明るく清潔で快適な「場」

の提供を行いました。 

自主事業からサークルへの発展の

ための支援を行いました。  

 

引き続き利用しやすく親しまれる「居場所」の提供がで

きるよう努めてまいります。 

 

Ｂ 

イ 利用促進策 

① センター情報や自主事業などを広く広報するため、

チラシやポスターを自治会町内会への配布・回覧・

掲示により利用を促します。 

② 新規利用者の開拓のため、広報よこはま･金沢区版

への掲載、センターだよりの発行、ミニコミ誌の活

用などを積極的に進め、地区センターの宣伝に努め

ます。 

③ ホームページを全面改訂し、講座や自主事業等の広

報の充実を図ります。 

④ 図書を充実させ、利用者の拡大を図ります。（現在

貸出数 2位（全地区センター中）） 

①、② センターの情報を館の内外

の掲示板に掲示するとともに、セン

ターだよりを２か月に１回発行し

て、各町内会等に配布しました。 

広報よこはま・金沢区版への掲載

などでも周知を行いました。 

 

③協会としてホームページを大幅に

改善し、わかりやすくしました。 

 

④配架希望図書のニーズを把握する

とともに、図書の充実に努めました。 

 

センターだよりやホームページなどをより充実し、地区

センターの情報をより多くの市民の方に提供できるよ

う努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

キ 本市重要施策に対する取組 

◆情報公開・個人情報の保護 

 施設等で保有する情報の開示は、「金沢区民協働支援協

会の保有する情報の公開に関する規程」により適切に運

用しています。紙媒体の個人情報は施錠管理を行い、個

人情報の保護、守秘義務について研修等を行います。 

◆人権尊重（“すべての利用者に人権がある”を基

本に） 

 施設利用者の人権の尊重を基本して運営しています、

人権研修（講義他）を行います。 

◆環境への配慮 

 室温の管理、エコ製品 ＬＥＤ化 

 

 全職員の参加するスタッフ会議で

個人情報保護に関する研修を実施し

ました。 

 

 

 スタッフ会議において、全職員に

対し人権研修を実施し、人権に配慮

した運営を行いました。 

 

 

ロビー等のＬＥＤ化を７月、10月

 

個人情報保護法の施行に合わせた研修や、人権研修や環

境への配慮などスタッフミーティングを利用した各種

研修を実施してまいります。 

また、建物・施設の保全にも引き続き取り組み、使いや

すく快適な利用環境が維持できるよう努めてまいりま

す。 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

Ａ 

(環境) 



◆子育て 

 ワンパクホリデー（子供向け事業）こどもの居場所づ

くり こども 110 番 

◆女性・シニアの活躍・活動支援 

 スタッフに女性スタッフを多数雇用（８割） 

◆健康づくり 

 健康スタンプラリー事業参加（ヨガ 太極拳等） 

◆災害に強いまちづくり 

 区災害本部との連携により住民の安心・安全のため施

設を活用しています。能見台地区センターは、帰宅困難

者一時滞在施設になっており、必要な備蓄品等を管理し

ております。 

◆建物施設の保全（公共建築物マーネージメン

ト）・備品の性能維持 

建築から十年以上経過し、少しずつ施設の修繕・改修

が必要な場所が出てきています。長寿命化への対応のた

め、日常的に職員による、キメ細かい設備など目視、異

音などの点検を行っています。また職員による小規模修

理の実践し、日常点検により大規模修繕・改修の回避や

経費の節減を図います。 

に実施しました。 

 

 子供向け事業を実施しました。放

課後など多くの子どもたちが利用し

ました。 

 

職員 17 人中、女性スタッフは 14

人で、８２．４％となっています。 

 

３事業で健康スタンプラリーにエ

ントリーしました。 

 

 

帰宅困難者一時滞在施設として、

備蓄品の管理・更新を行いました。 

 

 日常点検を実施するとともに、発

錆扉の塗装等、施設、備品の各種修

繕を行いました。 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

ク アイデア提案を募った項目（該当施設）    

(5) 自主事業計画 

ア  実績を活かし、地域住民に支持される自主事

業を展開します 

・地域住民参加の多い自主事業、世代間交流・地域ニー

ズを踏まえた自主事業を展開し、参加者数の増加を図り

ます。 

イ  地域の方々と一体となって地域交流事業を

積極的に進めます 

 

 

 

講座やイベントに関する自主事業

は、こども向け 15 事業を含め計 37

事業を実施し、延べ参加者数は約

21,400人でした。 

 

 

 

 

 

引き続き、あらゆる年齢層の方が楽しめる様々な自主事

業を企画し、実施してまいります。 

 

 

 

 

Ａ 



地域の方々と協働で、併設施設のケアプラザとの合同

祭、市民活動団体の美術展と同時開催の地域の作品展、

こどもまつり、オータムフェスティバル、スポーツ大会

など、当協会の事業の柱である「地域交流事業」を今後

も、積極的に進めてまいります。 

ウ  誰でも参加できる、よりよい自主事業を行い

ます 

誰でも気軽に参加し、楽しく、継続できるよう、幼児

から高齢者まで各世代を対象とした事業や、世代間の交

流を促進する事業など、検討し、企画・立案・実施いた

します。 

自主事業に参加した地域の方々が、地域の中で繋がり

を深め、さらには、地域のまちづくりや活性化に役立つ

ような活動のキッカケになるよう取り組んでまいりま

す。 

 

こどもまつり（５月）、夏の親子コ

ンサート（７月）、オータムフェステ

ィバル(９月)、ケアプラザとの合同

祭（10 月）、地域の作品展(11 月)、

クリスマスおはなし会（12 月）、新

春ダンスパーティー（1月）、親睦卓

球大会（３月）、春休みおはなし会ス

ペシャル（３月）など地域の方々と

協働による事業を実施しました。 

 

 

前（５）アのとおり、様々な年代

の方々が気軽に参加できるよう自主

事業を実施しました。 

(6) 施設の維持管理計画 

① 施設（建築物、建築設備及び建築物の付帯設備）の 

機能と耐久性を長期にわたって確保するために、「維持保全

の手引き」「施設管理者点検マニュアル」等に基づいて、点

検、運転、監視、保守を行ないます。 

② 複合施設（能見台地域ケアプラザ）間の調整をきめ 

細やかに行います 

「維持保全の手引き」等に基づい

て、点検、運転、監視、保守を行い

ました。 

能見台地域ケアプラザとも密接に

連携し、保守、修繕等を行いました。 

 

引き続き、地域ケアプラザとも連携し、建物・施設の維

持管理に努めてまいります。 

 

 

 

Ｂ 

 
【数値目標】維持管理費：前年度比±０ 前年度比６．５％減でした。  Ａ 

【数値目標】年間利用者数：前年度比２％増 前年度比５．１％増でした。  Ａ 

職員育成 

事業計画書 

(3)ア 管理運営に必要な組織、人員体制 

に記載しているもので、対象年度に行う予定のもの 

   

イ 個人情報保護等の体制と研修計画    



①  業務・接遇研修、人権研修、個人情報（マイナンバー

含む）取扱研修その他必要な研修を行います。 

② 内部による日常的な研修のほか、外部の専門講師による

研修を行います。 
 

新 人 研 修 新規採用時に 1回 新規採用者 

人 権 研 修 1回/年 全職員・スタッフ 

接 遇 研 修 3回/年 全職員・スタッフ 

個人情報研修 

（マイナンバー研

修含む） 

1回/年 全職員・スタッフ 

救命救急研修 1回/年 全職員・スタッフ 

ＡＥＤ研修 １回/年 全職員・スタッフ 

人権研修、個人情報保護研修、接

遇研修、ＡＥＤ研修等を計画通り実

施しました。 

 

研修計画に沿った研修を実施してまいります。 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 【数値目標】苦情件数：年間１０件以下 苦情件数は、５件でした。  Ａ 

財務 

事業計画書 

(6) 施設の維持管理計画（における効率化の工夫） 

に記載しているもので、対象年度に行う予定のもの 

ア 保守管理・修繕等の計画 

施設内外の損傷状況、エレベーター、自動扉、防災機器、電

気・空調設備及び給排水衛生設備などの保守点検は、それぞれ

専門業者に委託し、安全で安心な施設環境を維持します 

建物、設備、備品などの日常的な保守管理は、「設備点

検表」を用い行います。 

不具合が発見された場合は、早急に修繕等の対策を講

じます。 

イ 清掃計画 

利用者のごみの持ち帰り、施設利用後の清掃等をお願

いします。 

利用者の退出後の共用部分の日常清掃は、スタッフが

行います。 

毎日の清掃は、専門業者に委託して行うとともに、月

 

 

施設内外の損傷状況、防災機器、

電気・空調設備などの保守点検は、

それぞれ専門業者に委託し、安全で

安心な施設環境を維持しました。 

 

利用者にごみの持ち帰りや施設利

用後の清掃等をお願いしました。 

利用者の退出後の共用部分の日常

清掃は、スタッフが行いました。 

毎日の清掃は、専門業者に委託し

て行うとともに、月１回の休館日に

は、普段できない場所の清掃を、専

門業者に委託して行いました。 

また、清掃委託の対象となってい

 

 

専門業者の委託により的確な維持管理を行ってまいり

ます。 

また、清掃委託の対象となっていない部分についても、

職員により清掃するなど、快適な利用環境の維持に努め

てまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 



１回の休館日には、普段できない場所の清掃を、専門業

者に委託して行います。 

年２回の害虫駆除を実施します。 

ウ 外構植栽等の管理計画 

敷地内の植栽は、適切な時期に委託による剪定作業を

行い、周囲の環境と調和するよう管理します。 

エ 保安・警備等の計画 

夜間警備は、専門業者に委託して警備を行います。（年

末年始の職員不在時を含む）館内外の安全確保のために、

館内外の見回りを適宜行います。 

オ 効率化、合理化への取り組み 

専門業者に委託する業務については、過去の実績等に

捉われることなく、競争原理を採用した公平かつ効率的

な業者選定を行います。 

ない部分の清掃を職員が行いまし

た。 

年２回の害虫駆除を実施しまし

た。 

  

植栽の剪定を３回実施しました。 

 

夜間警備は専門業者に委託し、機

械警備を実施しました。 

 

委託業者の選定にあたっては、過

去の業務の状況等も考慮しつつ、競

争原理を取り入れて実施しました。 

(7)ア 収入計画の考え方 

特定非営利活動法人 金沢区民協働支援協会は、そ

の利益（剰余金）は全て公益事業のために使うことが

義務付けられている団体です。 

収支計画を綿密に検討するとともに、業務の進捗・

収支バランスなどの管理により、利益を生み出し、健

全な協会運営を行います。 

＜当協会で行う公益事業＞ 

○市民利用施設の管理運営 ○地域交流事業   ○

講座開催事業 

 

収支計画を基に、業務の進捗・収

支バランスなどを管理し、健全な協

会運営を行いました。 

 

引き続き収支のバランスを考慮し、健全な運営をしてま

いります。 

 

 

 

 

Ｂ 

【数値目標】 

イ 増収策 

① 利用料収入：前年度比０．５％増 

② 地域ニーズを踏まえた自主事業を積極的に推進します 

自主事業収入：前年度比５％増 

 

①利用者収入は、前年度比０．１％

減でした。 

②自主事業収入は、前年度比５．５％

増でした。 

①28年度の部屋の利用率は、全体で約７４％とかなり高

い状況にありますが、比較的利用率の低い部屋の活用な

どにより利用料収入の増加をめざしてまいります。 

②ニーズを踏まえた魅力ある自主事業を企画してまい

ります。 

Ｃ 

 

 

Ａ 



ウ 支出計画 

①  管理費の削減 

LED化等、消費電力や熱源の高い機器台数の制御により、

ピーク時の契約電力を抑え、電気料金を節減しています。 

②  修繕費の圧縮 

備品や設備の小破修繕、植栽の剪定など、スタッフができ

ることはできるだけ自前で行います。また、スタッフの採用

に際しても、このような技能を持った地域の方々を採用する

よう努めます。 

③ 利用者に備品の適正利用や節水・節電をお願い 

し、呼びかけを掲示します。 

 

ＬＥＤ化等の効果などもあり、維

持管理費は前述のとおり６．５％減

となりました。 

修繕費の圧縮のため、職員が実施

できるものはすべて行いました。 

利用者に備品の適正利用や節水・

節電をお願いし、呼びかけを掲示し

ています。 

 

管理費の削減に向け引き続き努力してまいります。 

 

 

 

 

Ａ 

(4)カ ニーズ対応費の使途（地区センターのみ） 

利用者の利便性や快適性向上につながるものに充てます。

〔・防球ネット更新・卓球台・バトミントンポール、ネット・カ

ラオケ関係など〕 

利用者からの要望の多い、費用対効果などを考慮し 

優先順位の高いニーズより順に対応します。 

ニーズ対応費の使途について、利用者からの意見を 

利用者会議などで伺います。 

ニーズ対応費として、ロビー等の

照明のＬＥＤ化、ソファーの修理、

卓球用ラケットの購入、畳の表替え

などを行いました。ニーズ対応費の

使途については、利用者からのアン

ケートなどを参考にしました。 

 

引き続き、利用者の皆さんの利便性や快適性の向上につ

ながるようニーズ対応費を適切に支出してまいります。 

 

 

 

 

Ｂ 

利用者等

の意見 

利用者等の意見の把握方法 

日常的に窓口でご意見を伺います。 

「ご意見箱」の常設や利用者アンケートの実施、地域及

び利用団体等から構成される「センター委員会」、「利用者

懇談会」の開催など、多様な機会、手法により利用者のニ

ーズを把握し、運営に反映しています。 

ご意見や提案、苦情の内容と、その対応結果は施設内に

掲示し、積極的な対応を利用者にお伝えしています。 

意見、要望に対する対応 

 

前（２）イのとおりアンケートを実施しました。意見・苦情・要望及び回答は、全て館内に

掲示し利用者にお伝えしました。 

 

≪自己評価≫ 

Ａ：計画、目標を上回って実施 

Ｂ：計画、目標を保持して実施 

Ｃ：計画、目標を下回って実施 

※「利用者等の意見」は、計画内容及び運営目標欄に利用者等から寄せられた意見・要望を、計画内容及び運営目標に対する実績・今後の取組（改善計画）欄に意見等に対する対応を記載 


